










久留米保健所において、3歳児検尿のシステム化のためのパイロットスタディーを行った。

試験紙法による多項目のスクリーニングと、腎尿路奇形を発見するための腎超音波診断を

同時に実施した。その結果、試験紙法による異常率は 0.6%(1 次受診者比)で、血尿症候群

が最も多かった。腎超音波診断の異常率は 0.5%で、水腎症の頻度が多かった。超音波診断

異常者で尿所見異常のみられた症例は 1 例のみであったことより、3 歳児検尿での超音波

診断の有効性が示唆された。 


